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IBCは放送機器展としては，4月にアメリカ
で開かれる「NAB Show」や，11月に千葉県の
幕張で開かれる「Inter BEE」などと並ぶ大規
模なもので，18年は9月13 ～18日に開かれた。

IBCの第1回は，ヨーロッパでカラーテレビ
放送が始まった1967年にイギリス・ロンドンで
開かれた。92年からは会場をアムステルダムに
移して，51回目の開催となった今回は，1,700
以上の事業者などが出展した。日本関係の
事業者では，NTT，パナソニック，ソニー，
NHKなどが出展し，会場には6日間で5万
5,000人以上が訪れた。

 IBC2018と“伝統的な放送事業者”

メディア研究部　越智慎司　

 1. 取材の目的

2018年9月，私はヨーロッパの放送やメディ 
アの動向を知るため，オランダ・アムステルダ
ムで開かれた国際放送機器展「IBC（Inter-
national Broadcasting Convention）2018」
やイギリスの放送局を，外部主催のメディアツ
アーに同行する形で取材した。

調査研究ノート

「ヨーロッパ最大の放送機器展」から見る
放送の未来

メディア研究部  越智慎司
放送技術研究所 研究企画部  鴨田浩和

2018 年9月にオランダで開かれた“ヨーロッパ最大の放送機器展”「IBC2018」を中心とした取材から，日本の
放送の未来への示唆となりうる現状を報告する。IBCでは世界各地のメーカーなどの事業者が最新の機器や技術
を紹介し，NHKも8K放送に向けた番組制作から受信までのトータルシステムの準備状況などの展示を行った。
IBCの50 年を超える歴史は放送技術の発展の歴史とも言えるが，近年はテレビに限らず，どこでもコンテンツを楽
しむためのサービスに関係する事業者の展示ホールも設置され，「放送機器展」という位置づけや放送局の存在
感の変化がうかがえる。すでにヨーロッパではテレビをインターネットにつないで視聴するIP化が進んでおり，放
送局では，IPでの視聴から得られる視聴者のデータを分析し，番組制作などに生かす動きが活発化している。
一方で，活路を見いだそうとしているIPのライブ配信で遅延の問題が表面化し，今回のIBCでもその対策がトピッ
クとなった。「Traditional Broadcasters」（伝統的な放送事業者）は，メディア産業の拡大，ネットでコンテンツを
配信するOTTサービスをめぐる競争，IP化の進行といった，放送を取り巻く変化に対応し，長年培ってきたコン
テンツの制作や開発能力などの「強み」をどう生かしていくか，模索を続けている。



写真1　IBC「Content Everywhere」のホール，
　　　　　　　 小規模なブースが並ぶ
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IBCの主な目的は最新の機器や技術の紹介
で，今回も8Kや5Gといった，メディアの大き
な変化につながる技術に関心が寄せられてい
た。さらに，世界各地のメディア関係の中心人
物を招いて講演やパネルディスカッションなど
を行い（400人以上が登壇），現状や展望など
を議論する場となっていたのも特徴である。

今回はIBCを取材するとともに，イギリス
の商業放送 ITVや，非営利法人が運営する
Channel 4で，インターネットでコンテンツを配
信するOTT（Over The Top）サービス1）や，
データ分析の担当者から，放送局が今，何に
力を入れているかも取材した。そこから見えて
きた，日本の放送の未来への示唆となりうる，
ヨーロッパの放送の現状を報告する。

 2.もはや「放送」ではない ?
　 様変わりする「放送機器展」

IBCが日本のニュースなどで紹介される際に
は，「ヨーロッパ最大の放送機器展」という表
現がよく使われる。2018年は広さ5万3,710平
方メートルの会場に，15の展示ホールのほか，
パネルディスカッションなどを行うカンファレン
スホールや，最新技術を活用した映像を
体験するスクリーンなどが設けられていた。
広い会場を，ヨーロッパを中心に世界のメ
ディアに携わる人たちが行き来し，出展事
業者は開発した技術を熱心に売り込んで
いた。

17年にIBCは50年の節目を迎えた。そ
の歴史を記した記念誌によると，IBCはも
ともと，放送機器のメーカーなどの人たち
が最新技術を披露する場所が必要だと考
えて始めたという2）。そして，その技術を

使って放送を行い，技術の開発にも関わってき
た放送局は，IBCでも大きな役割を果たしてき
た。

IBCの歴史は放送技術の発展の歴史とも言
えるだろう。先述したとおり，第1回のIBCは
1967年に行われたが，60年代は衛星を使って
世界各地を生中継で結ぶテレビ放送が本格化
した時代で，ロンドンの会場の入り口には，イ
ギリスに当時あったサザン・テレビとABCテレ
ビの2つの放送局の中継車が置かれた 3）。88
年には，イギリスの公共放送 BBCやITVが協
力して，ハイビジョン（HDTV）機器の展示や
デモンストレーションが行われた4）。08年には，
EBU（ヨーロッパ放送連合），BBC，イタリア
の公共放送 RAI，NHKなどが共同で，IBC
会場などを結んで世界初の8Kスーパーハイビ
ジョン（UHDTV）の国際伝送実験に成功し
た 5）。このように，IBCではこれまで放送局の
存在感も大きかった。

では，今のIBCではどうだろうか。現状を最
もよく表していたのが，「Content Everywhere」
と 名 づ けられ た ホ ール で あ る（ 写 真1）。

「Content Everywhere」は14年からIBCに設
置され 6），テレビに限らず「どこでもコンテンツ
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を楽しむ」ためのサービスに関係する事業者が
集まった展示ホールである。スポーツ中継で画
面に表示される，ゲームや選手などのデータを
提供するといった，細分化されたサービスを行
う事業者も多く，中には，車のオークションに
関する配信が主なサービスで，放送事業者と
の接点は少ないと話す事業者もあった。スター
トアップと呼ばれる新興事業者がブースを連ね
る場所では，大手企業のエンジニアだった2人
が立ち上げたイギリスのOTT事業者を取材し
た。彼らは放送事業者かどうかにかかわらず，
OTTに関するサービスならどこでも行って何で
もすると意気込んで話していた。このホールで
は，もはや「放送」ではなく「コンテンツ」に
関する展示会ととらえられているようであった。
「Content Everywhere」のホールには，プ

レゼンテーションなどを行う「ハブ」という場
所も設けられていた。このハブについて，IBC
ウェブサイトの 紹 介文には，「Traditional 
Broadcasters」（直訳すると，伝統的な放送
事業者）にとって，視聴者がどこでもコンテン
ツを楽しめるようにしたり，見逃し配信のサー
ビスを提供したりすることは不可欠だ，とい
う記 述 が ある7）。 この「Traditional Broad-
casters」という言葉は，IBCのもようを伝えた
記事などでもよく目にした。

IBCの諮問機関である「IBC Council」のメ
ンバーには，18年現在，BBC，FOX，アルジャ
ジーラなどの放送関係事業者のほか，Netflix 
やGoogleも加わっている。OTT事業者やその
関連の事業者が増え，メディア産業が拡大を
続けている状況で，IBCの「放送機器展」とい
う位置づけが様変わりし，その中での放送局
の存在感も変わってきていることがわかった。

 3.「止められない」放送の IP化と
    放送局の変化
 

私はIBCの取材は今回が初めてだったが，
ツアーで行動をともにした日本のメディア関係者
には，過去にIBCに来たことのある人も多かっ
た。その人たちの中で話題になったのが，「ヨー
ロッパの放送のIP化の流れは，もう止められな
いものになっている」ということだった。

IP（インターネット・プロトコル）はインター
ネットに使われる代表的な通信技術であるが，
テレビをネット回線につなぎ，IPを使って配
信される各種コンテンツを視聴するこの方法
は，ヨーロッパの多くの国で普及している。放
送局が提供する同時配信などのOTTサービ
スを，放送波と同じ感覚で視聴する人も多い。
視聴者にとって，通常は放送波とIPのどちら
で番組を見ているかは気にならず，日本で言
う「放送」と「通信」の境目は，ほとんどなく
なっているように見える。イギリスでは，BBC
の「iPlayer」をはじめとする無料のOTTサー
ビスが10年以上前から広く利用されており，テ
レビの画面上では，放送局のほか，利用者が
急増しているNetflixやAmazon Prime Video
など，無料・有料を含めたさまざまなOTTサー
ビスがシェア争いを繰り広げる形になっている。

こうしたIP化の 流れを象 徴 するように，
BBCの研究部門，BBC R&DのIBCでの展示
は，5つのうち4つが IPに関する技術開発だっ
た。IPによるライブ配信をウェブブラウザーで
視聴するための技術や，放送波とIPを切り換
え，視聴者の興味などにあわせた配信を行う
技術などがあった。BBC R&Dのブースで受
け取ったパンフレットの表紙には，放送局に
とってもIPへの移行は重要で，伝統的な放送



写真2　IBC会場のOTT事業者のブースには
パートナーの放送局のロゴも
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とIPの技術を結びつける方法を研究している
という趣旨の文が書かれていた。「Traditional 
Broadcasters」の代表格とも言えるBBCも，IP
という新しい流れにどう対応するかが大きな
ミッションになっていることがうかがえた。

イギリスではIPで放送局のOTTサービス
を視聴する場合，利用者は認証（ログイン）が
求められ，自分の情報を登録することが必要
になる。これにより登録された情報や視聴行
動などのデータを，放送局も得ることができる
ようになった。BBCの「iPlayer」は2017年8月
に認証を完全義務化した。メールアドレス，性
別，郵便番号などの登録が必要で，それらは
今のところ，サービス向上のためとしている。

また，ITVの「ITV Hub」や，Channel 4の
「All 4」といったOTTサービスも利用者の認
証を行っており，得られたデータは番組制作の
ほか，経営判断にも生かしているという。ITV 
Hubの担当者は「この番組を毎回必ず見ている
人の数といった細かいデータまで，リアルタイム
でわかるようになった。視聴者が何を求めてい
るかの分析を繰り返し，新しい目標や必要な投
資を考える材料にしている」と話した。番組の
自社制作がないChannel 4は，「Registration 
Strategy」（直訳すると，登録戦略）のもと，
個々の視聴者が何を感じ，どんな体験をした
かなどを分析し，視聴者にあわせたさまざまな
形の広告配信を模索している。広告の中で視
聴者の名前を呼びかけたり，AIに映像や音声
を分析させ，広告に最適なタイミングを指定さ
せたりすることにもチャレンジしているそうだ。

こうしたデータの活用については，今のと
ころ大きな問題は起きておらず，視聴者の理
解が得られているようだ。その理由について，
Channel 4の担当者は「Traditional」，つまり

伝統的なテレビ局であることを挙げた。「視聴
者のプライバシーへの意識が高まっている中
で，私たちにはこれまで積み上げてきた信頼が
あった。データを扱う際にも信頼のおける組
織だということは重要だ」と話した。

一方，“データ主義”ともとれるやり方が現
場の制作などに影響しないのかを尋ねた。
Channel 4は「プロデューサーにはアルゴリズ
ムの作り方から積極的に関与させ，データサイ
エンティストのチームを現場に行かせるなどし
て，データへの抵抗感をなくすようにしている」
と答えた。またITVは「データによって，視聴
者の要望を反映したものをいかに早くプラット
フォームに送ることができるかが求められてい
ることなどがわかり，プロデューサーの意識は
変化している」と答えた。どちらの放送局の答
えからも，現場のクリエイティビティーを大事
にしながら，データの有効性を少しずつ浸透さ
せていくのが重要だということがうかがえた。

放送のIP化に伴って，放送局はデータの活
用ができるようになったが，分析などのノウハウ
を持つ人材は少ないため，各局とも多くの事業
者と連携している。ITV Hubの資料には，サー
ビス全体で22の事業者と協力関係にあると
あった。IBCの会場を回ると，OTT関連事業



写真3　BBC R&Dの「Low Latency」の展示と開発担当者
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者のブースの壁に，パートナーとして放送局の
ロゴが見られ（写真2），IP化の流れの中での
放送局の立ち位置が表れていた。

 4. IPの課題，サッカーW 杯で表面化

豊富なストック型のコンテンツを持つNetflix
などのOTTサービスとの競争にさらされてい
る放送局が，今，活路を見いだそうとしている
のが，スポーツや音楽などのライブ配信であ
る。特にスポーツは有力なコンテンツで，力を
入れたいと話す放送局もあった。

ところが，2018年のサッカー・ワールドカッ
プでは，IPによるライブ配信で問題が起きた。
それは「遅延」である。BBCのウェブサイトの
記事によると，iPlayerのライブ配信はテレビ
の中継放送より30秒，またはそれ以上遅れて
いたという。そして，IPで観戦していた人がゴー
ルの瞬間を見る前に，中継放送を見ていた隣
人の歓声が聞こえたという不満の声が上がった
と書かれている 8）。

この問題を受け，IBCでは「Low Latency
（低遅延）」という言葉がトピックとなっていた。
IPでの配信は，通常ではファイルの形で行わ
れるが，このファイルを生成する時間が遅延の

要因の1つになっているという。BBC R&Dが
IBCで展示したLow Latencyの技術開発は，
ファイルを作る際に映像や音声のセグメント

（塊）を可能なかぎり小さくするやり方や，生成
をほぼ間断なく行えるようにセグメントを作るや
り方を使ったもので，担当者は，4Kの映像で
4秒の遅延というところまで解決できていると
話した（写真3）。このほか，視聴者にコンテン
ツを届ける役割を担うCDN（コンテンツ・デリ
バリー・ネットワーク）の事業者が IBCにあわ
せてLow Latencyの新技術を発表し，NTT
もLow Latencyの機器を展示するなど，さま
ざまな事業者が動きを見せていた。

この遅延の問題は，IPが持っている課題が，
多くの人が注目するスポーツイベントで表面化し
たものだと言える。Low Latencyへの取り組み
は今後も続くと思われるが，IPによる配信には
多くの事業者が関わっているため，BBC R&D
の担当者は「視聴者に遅延を感じさせなくする
ためには，業界全体での調整が必要だ」と話
している。

 5. 放送局の「強み」をどう生かすか

こうしたヨーロッパの放送を取り巻く変化を，
関係者はどのようにとらえているのだろうか。
EBUのジュディ・パーナル技術委員会議長

（写真4）に，IBC会場で話を聞いた。
パーナル氏は「NetflixやAmazonの勢いが，

この1年半の間に急激に伸びており，放送局
は，彼らとどう違いをつけられるかを考えてい
る。今後は，多くの人に届けられる放送と，個
人に届けられる通信を組み合わせたサービス
への技術や，放送波とIPをシンクロさせる技
術が，ますます重要になるだろう」と話した。



写真4　EBU ジュディ・パーナル技術委員会議長
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また，IBC2018 開幕日のカンファレンスに
登壇した，Channel 4のキース・アンダーウッ
ドCOO（最高執行責任者）は，Amazonや
Netflixなどが成果をあげていることについて
畏敬の念を示し，放送事業者は自己満足して
いる場合ではないと話した 9）。

今回のヨーロッパの取材から，メディア産業
の拡大，OTTサービスをめぐる競争，放送の
IP化の進行といった，さまざまな変化の中で，

「Traditional Broadcasters」である放送局は，
新しい時代の流れに沿いながら，長年培って
きたコンテンツの制作や開発能力などの「強み」
をどう生かしていくか，模索を続けていること
がわかった。また，「Traditional」であること
が視聴者の信頼につながっていることも垣間
見えた。

日本でも放送の同時配信の議論が進んでい
る。取材したヨーロッパの状況が，この先の
日本に当てはまるかというと，技術や視聴環
境が日々変化している中では，何とも言えない。
しかし，日本でも起きる可能性を学ぶ意味は
あり，引き続き今後の動向に注目したい。

　　　　　　　　　　　（おち しんじ）

注：
	 1）	OTTには事業者とサービスの両方の意味があ

る。混同を避けるため，本稿では「OTTサー
ビス」「OTT事業者」とした。

	 2）	『IBC AT 50』（International Broadcasting 
Convention，2017）p7，p15
http://online.anyflip.com/otnt/cqig/mobile/
index.html

	 3）	2と同じ，p12
	 4）	2と同じ，p23
	 5）	NHKオンライン「技術情報」（2008年9月12日）

http://www.nhk.or.jp/pr/marukaji/m-giju214.
html

	 6）	「TV Technology」ウェブ記事（2013年9月3日）
https://www.tvtechnology.com/news/ibc-
launches-global-events-called-ibc-content-
everywhere

	 7）	IBCウェブサイト内の説明文
https://show.ibc.org/ibc-ce/hub-theatre

	 8）	BBCウェブサイト内の記事「BBC R&D solves 
World Cup ‘lag’ for BBC iPlayer」（2018年9月
13日）
https://www.bbc.co.uk/mediacentre/latestnews/
2018/iplayer-lag

	 9）	IBCウェブサイト内の記事「Size isn’t everything,  
says C4’s Underwood」（2018年9月13日）
https://www.ibc.org/delivery/size-isnt-
everything-says-c4s-underwood/3216.article
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の放送2018』（NHK出版）
・田中孝宜「イギリスのOTT事情 公共放送BBCが

牽引する無料視聴モデル～OTTサービスと公共
メディアの役割～」（『放送研究と調査』2016年7
月号）

（URLはすべて2018年11月時点のもの）
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 IBC2018におけるNHK展示

放送技術研究所 研究企画部  鴨田浩和　

2018年のIBCで，NHKは，革新的な研究 
成果や製品を紹介する企業や大学を集めた

“Future Zone”に展示ブースを開設した（写真

1）。今回は，日本で2018年12月から始まる
8K放送に向けた番組制作から受信までのトー
タルシステムの準備状況を展示するとともに，
その他の研究成果も展示した。ここでは，具
体的な展示内容と来場者の反応を報告する。

 1. 8Kトータルシステムと家庭用視聴機器
NHKが12月から始める8K放送に向けた番

組制作から家庭受信までのトータルシステムの
準備状況を，大型ポスターで紹介した。また，
8Kが受信できる家庭用セットトップボックスお
よび市販の70インチ8Kテレビの実物を展示
し，本放送開始に向けて家庭用視聴機器の準
備も進んでいることを示した。

来場者からは，8K放送の受信方法や，ビッ
トレート，映像・音声フォーマットをはじめとし
た衛星放送の諸元についての具体的な質問が
多く，関心の高さがうかがえた。

 2. 8Kリビングシアター
8K超高精細映像と22.2マルチチャンネル音

響を家庭のリビングルームをイメージした環境
で体験してもらうことを目的に，コンテンツ上映
を行った（写真2）。ディスプレーには，高コン
トラストで視野角の広い特徴を持つ88インチ
のシート型有機EL試作パネルを用いた。

薄さ数ミリメートルのシート型有機ELパネル
に多くの来場者が驚くとともに，「現実よりもリ
アルに見える」「すぐにでも家庭に導入したい」
など多くの好意的なコメントが寄せられた。ま
た，22.2マルチチャンネル音響についても，「ま
るでその場にいるように感じる」などのコメント
があり，多くの来場者に8Kの高臨場感を体感
してもらうことができた。

 3. 8K 4倍速スローモーションシステム
スポーツ中継などで活躍するスローモーショ

ン映像を，8Kの番組制作でも実現するため
に開発した，8K 4倍速スローモーションシス
テムを展示した。本システムは，フレーム周波
数 240Hz（1秒間に240コマの撮影ができ，通
常の60Hzの4倍速相当）の高速度カメラとス
ロー記録再生装置で構成されている。

画質については，「サッカー選手の動きだけ写真1　IBCのNHKブース

写真2　8Kリビングシアターの様子
（画像は一部加工しています）
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でなく，飛び散る芝生や観客ひとりひとりの
表情の変化まで見える」などのコメントがあり，
8Kスロー映像の美しさと迫力を実感してもらえ
た。このほか，大容量の映像信号の伝送方法
や，信号インターフェースはIPに対応しないの
かなどの質問も多かった。

 4.フルスペック8K 中継制作システム
NHKが将来の8Kの高度化に向けて研究を

進めている，フルスペック8K 中継制作システム
を展示した。フルスペック8Kは，被写体の動
きをより鮮明に表現するためにフレーム周波数
を60Hzから120Hzに高めるとともに，色や明
るさの変化をより滑らかに表現できるようビット
深度を10ビットから12ビットに増加させている
ことを特徴とする。会場では，動きの速いバレ
エのフルスペック8K映像を，光ファイバー1本
で伝送可能なDWDM（高密度波長分割多重）
伝送装置を用いて伝送し，8Kモニターに映像
を表示した。フルスペック8K制作を局外で行
い，遅延や画質劣化がなく放送局まで最長
70kmを中継できることを紹介した。

来場者からは，「60Hzに比べて120Hzのほ
うが断然いい」「実物を見ているようだ」など好
評を得ることができた。また，機器間の信号
伝送に関しては，本展示でも，IPインターフェー
スに対応しないのかとの質問が多くあり，8K
でもIP制作システムの開発への期待の高さが
うかがえた。

 5. ハイブリッドキャストの端末連携技術
放送通信連携サービス「ハイブリッドキャス

ト」の端末連携技術（スマホやIoT機器とテレ
ビの間の連携技術）を，ヨーロッパの放送関係
者に紹介した。端末連携技術のユースケースと

して，「NHKニュース・防災アプリ」やスマート
スピーカーを用いたチャンネル選局や，見逃し
番組の再生などを実演した。さらに，端末連
携技術の概要とさまざまな応用サービス例を紹
介するビデオを上映した。

来場者からは，放送コンテンツとスマホアプ
リとを結びつけ情報を連携させることにより，
新しいサービス，ビジネスが創出されることを
期待する声が数多く聞かれた。また，標準規
格の国際展開への要望や，サービス開始時期
の質問も多く，実サービス展開へ向けた取り組
みを加速させていく必要性が示唆された。

 6. AIを活用した
        白黒映像の自動カラー化技術

効率的な番組制作を実現するための研究開
発の一例として，AI（人工知能）を用いた白黒
映像の自動カラー化技術を紹介した。会場で
は，技術の説明ビデオ，および実際に過去に
撮影された白黒映像をカラー化して放送に利
用した映像を上映した。

来場者からは，「ぜひ使いたい」「いつ販売
されるのか」という好意的な声や質問が数多く
聞かれた。一方，「昔のフィルムの傷の修復も
カラー化と一緒にできないか」といった提案も
あった。

NHKブースには会期中約1万8,000人の来場
者があり，日本で8K放送に向けた準備が着実
に進んでいることや，NHKの最新の技術開発
成果を幅広く伝えることができた。NHK放送
技術研究所は，IBCで得られた意見も参考に
しながら，2020年，そしてその先を見据え，新
しい放送技術とサービスを“創造”するための
研究開発に取り組んでいく。 （かもだ ひろかず）


